
 

 

 

 

 

 

 

 

 

四條畷市総合教育会議（令和５年度第１回） 

会議録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

四 條 畷 市 

 



 

 

１ 令和５年１０月２５日 午後１時３０分 四條畷市役所東別館２０１会議室におい

て、四條畷市総合教育会議を開催する。 

 

２  出席者 

  市 長  東  修 平 

  教 育 長  植田  篤司 

  教 育 長 職 務 代 理 者  山 本 博 資 

  教 育 委 員  佃  千 春 

  教 育 委 員  河 田  文 

  教 育 委 員  尾 﨑 靖 二 

 

３  事務局出席者 

  総 合 政 策 部 長  西尾  佳岐  教 育 部 長  阪本  武郎 

  教 育 部 次 長  花 岡  純  教 育 部 副 参 事  賀藤  久道 

  兼 学 校 教 育 課 長          兼学校給食センター所長 

  教 育 総 務 課 長  古市  靖之  教育支援センター長兼  広谷  光輝 

                     学校教育課指導担当課長  

  青 少 年 育 成 課 長  勝村  隆彦  スポーツ・文化財振興課長  神本 かおり 

  文化・公民館振興課長  安田 美有希  図書館長兼主任兼  田 中  学 

兼 公 民 館 館 長          田 原 図 書 館 主 任 

  教育総務課長代理兼主任  木邨  勇貴  子ども未来部次長  川中 亜希子 

兼健康福祉部副参事 

兼 教 育 部 副 参 事 

  子 育 て 総 合 支 援  田中  健吾  秘 書 政 策 課 長  板谷 ひと美 

セ ン タ ー 施 設 長           

秘書政策課長代理兼主任  松木田 智美 

 

                          

４ 会議録作成者 

  秘書政策課長代理兼主任  松木田 智美 

   

 

５  案件 

（１）令和６年度の教育施策について 

（２）その他 
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総合政策部長 
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総合政策部長 

 

 

 

市長 

 

 

それでは定刻になりましたので、令和５年度第１回四條畷市総合

教育会議を開催させていただきます。本日は、全員のご出席をいた

だいております。 

今回は、次第に記載しておりますとおり、次年度の予算要求を前

に、令和６年度の教育施策について、教育委員会の皆さまと市長の

意見交換を行うため、お集まりいただいております。 

本日も、円滑な会議の進行にご協力をお願い申し上げます。 

なお、会議録作成のため、本日のご発言内容を録音させていただ

きます。ご発言の際はマイクをお使いいただきますよう、よろしく

お願いいたします。 

それでは、はじめに、市長から挨拶を申し上げます。 

 

皆さま、こんにちは。 

本日は公私お忙しい中にもかかわりませず、お集まりいただき、

誠にありがとうございます。 

振り返りますと、前回は、令和５年２月に四條畷市個別施設計画

【公共施設】（令和５年４月改定版）（原案）を取り上げ、パブリッ

クコメントに付する前段の内容について、担当部局からの説明と、

意見交換を行わせていただきました。こちらについては、その後、

パブリックコメントの実施及び市議会による審議並びに議決を経

て、計画の改定に至っており、今年度の上半期には、実行に向けた

情報整理や今後の着実な整備の推進に向けて、それを所掌する組織

のあり方の検討に着手してまいりました。 

本日の会議では、令和６年度の予算要求を前に、次年度の教育施

策について、意見交換を行いたいと思います。午前中には、教育委

員会定例会で同内容を審議されたと聞き及んでおります。 

所管課や教育委員の皆さんの思いを聞かせていただきながら、忌

憚の無い意見交換ができれば幸いでございます。 

以上、簡単ではございませんが、私からの挨拶とさせていただき

ます。よろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。 

それでは、これより議題に入らせていただきたいと思います。 

市長、以降の会議の進行をよろしくお願いします。 

 

それでは、お手元の次第に従いまして進めてまいります。 

先ずは、次第１ 令和６年度の教育施策について、説明をお願いし

たいと思います。 
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１０月１３日に市長から出された令和６年度予算編成方針では、

「日本一前向きな市役所」という組織運営理念を掲げ、人事戦略基

本方針の３つのポリシーである「挑戦」、「共感」、「連携」を大切にし

たいと言及されています。 

挑戦では、職員それぞれの新たな発想を、共感では、常に市民寄り

添い、待つ姿勢ではなく常に市民の視点に立つ予防保全型の行政を、

そして連携では、絶えず事業を見直し、行政にしかできないことに

注力するとしています。 

教育委員会としましては、主力事業を提案するなか、学校施設の

老朽化対策への予備調査、ＧＩＧＡスクール構想、教職員の働き方

改革に資する事業、文化財保存活用地域計画の策定や貸出図書配達

事業など、部内連携をとりながら予算要求を行ってまいりたいと考

えております。 

 

まず、教育総務課における令和６年度当初予算要求に盛り込む施

策、事業については、主に３つの新規事業の予算要求を行います。 

１つめは、市立四條畷小学校老朽化対策における整備可能性調査

委託（予備調査その１）です。四條畷小学校校舎の竣工より最も古い

校舎棟で築６０年をまもなく迎え、所々でコンクリートの劣化、イ

ンフラの老朽（水漏れ等）等が進んでいる状況です。老朽化対策を行

うにあたり、まずは地質調査を行い、断層の有無の確認、液状化の可

能性の有無の確認の上、四條畷小学校の現敷地の整備の可能性を探

るため、予算要求を行います。 

２つめは、小中学校空調機器洗浄委託事業です。内容としては、小

中学校の校舎及び屋内運動場に設置している空調機器（室内機）の

分解洗浄を民間業者に委託します。令和６年度は、３年度に整備し

た全小中学校の屋内運動場の空調機器及び四條畷南小学校、くすの

き小学校及び田原中学校の計３校の校舎棟の空調機器の予算要求を

行います。 

最後に、３つめは、市立小中学校における境界確定等に伴う測量

業務委託でございます。現在、境界を確定できていない小中学校へ

の境界確定及び公図内の里道・水路の整理を行うため、測量業務を

委託いたします。 

実施予定校は、令和６年度に四條畷小学校及び岡部小学校、７年

度以降も他の学校を順次実施したく考えております。 

以上で３事業でございます。 
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教育部次長兼学校

教育課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育支援センター

長兼学校教育課指

導担当課長 

 

 

 

 

 

 

 

教育部副参事兼学

校給食センター所

長 

続いて学校教育課より、予算要求事務について説明させていただ

きます。６点あり、うち２点の水泳学習等につきましては、広谷担当

課長より説明させていただきます。 

私から、１点め、教頭マネジメント支援員配置事業についてです。 

市立小中学校３校に、各校１人、合計３人の教頭マネジメント支

援員を配置し、教職員の勤務管理事務の支援、施設管理、保護者や外

部との連絡調整、調査、統計への回答等の業務を担い、とりわけ中規

模校以上の小中学校における教頭の厳しい勤務実態を改善できるよ

うにすることとしています。 

２点めは、教員業務支援員配置事業についてです。 

市立各小中学校に、各校１人、合計９人の教員業務支援員を配置

し、学習プリントの準備や電話対応、行事等の準備補助等の業務を

担い、教師の負担軽減を図り、教師が児童生徒の指導や教材研究等

により注力できるようにすることとしています。 

３点めは、特別な教育的支援を必要とする児童生徒への支援体制

整備です。 

通常学級に在籍する特別な教育的支援を必要とする児童生徒に対

し、学校生活や学習活動を行う上での合理的配慮提供のための特別

教育支援員を小学校に増員配置し、学校の支援体制整備を行うもの

です。 

４点めは、部活動指導員に関する事務です。 

地域人材を部活動指導員として配置し、学校の働き方改革を推進

するため、次年度の予算拡充として、部活動指導員の引率に係る交

通費の拡充を図ります。 

 

つづきまして、小学校水泳学習民間委託業務についてご説明しま

す。これまで、市内小学校３校で水泳学習民間委託事業を実施し、子

どもたちの泳力向上、教職員の負担軽減を図り、泳げる子よりも泳

げない子の割合が非常に減ったという結果が出ております。 

来年度は、市内西部地区５小学校に事業を拡大するとともに、東

部地区１校にも専門的な指導者を派遣し、全小学校で質の高い水泳

授業を行うものです。 

なお、９番は、東部地区小学校 1 校と３中学校の教職員の負担軽

減を趣旨に、プール清掃の業務委託を行うものとなっています。 

 

令和６年度当初予算要求に盛り込む施策、事業について、学校給

食センターでは５点がございます。 

まず１点めは、献立作成業務です。令和６年度末をもって大阪府
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教育支援センター

長兼学校教育課指

導担当課長 

 

 

 

 

 

 

 

青少年育成課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学校給食会が献立ソフトの貸出しを終了するため、今後は、本市で

献立ソフトを導入する必要があるため、栄養教諭が手動で行ってい

る献立作成業務を自動化できるソフトを導入したいと考えていま

す。 

２点め、学校給食費の完全無償化についてです。子育て世帯に必

要な支援を行うため、給食費の負担軽減として、学校給食費の完全

無償化を実施するものです。 

３点め、親子料理教室の開催について、学校や地域に密着した事

業として、学校給食の現場で活躍している栄養教諭や調理委託業者

が中心となり、事業を実施するものでございます。 

４点め、保存食保管庫の建設についてです。現在、学校給食センタ

ーに適正な保管場所がないことから、学校給食センターの駐車場に

保存食等を保管する保管庫を建設したいと考えています。 

最後５点め、修繕計画に基づく厨房機器等の更新です。 

令和４年１１月策定した四條畷市立学校給食センター施設・設備

等修繕計画をもとに、今後５年間で老朽化した厨房機器等の更新を

行っていくものです。 

 

教育支援センターよりご説明させていただきます。 

ＧＩＧＡスクールＤＸについて、来年度行う事業として、中学校

への自動採点ソフト及びプログラミング教育教材の導入に加え、小

学校のデジタル教科書、指導書の購入等を考えております。 

加えて、生徒指導充実に関する新規施策として、困難極める学校

の諸課題に対応するためのスクールロイヤーの相談事業、増え続け

る不登校児童生徒に対応する不登校対策支援員の全校配置、フリー

ルームなわて相談員の勤務時間増、ＳＣ・ＳＳＷの報償費を府平均

並みに上げ、活動時間の増等を考えております。 

 

つづきまして、青少年育成課より令和６年度当初予算要求に盛り

込む施策をご説明します。 

令和６年度は、ふれあい教室のＩＣＴ化について検討を進めたい

と考えております。システム及びアプリを導入することにより、保

護者からの欠席連絡や出退室の確認をシステムで行えるようにし、

利用者の利便性や安全性の向上を図るとともに、緊急時の一斉連絡

等、早急で確実な対応が可能になるものと考えております。 

加えて、導入したパソコンを市のシステムにつなぐことにより、

電話、ＦＡＸ等でやり取りしている書類や報告を電子で行い、事務

の効率化を図りたいと考えております。 
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スポーツ・文化財振興課からは３点ございます。 

１点めは、四條畷市文化財保存活用地域計画策定事務です。文化

財保護法第百八十三条の三に基づく四條畷市文化財保存活用地域計

画を、令和９年度の文化庁認定をめざし策定するものでございます。 

これにつきましては、計画策定により、市の文化財行政のめざす

方向性を見える化し、文化財の次世代継承や郷土愛の醸成に取り組

むものです。これにより、計画策定が条件の補助金、交付金の利用が

可能になるものと考えております。 

２点め、田原城跡保存活用推進事務についてです。令和５年度に

寄付採納が決定した田原城跡について、市史跡指定及び総合調査を

行うとともに、適切に保存活用し、次世代へ継承したいと考えてい

ます。 

なお、策定中の飯盛城跡活用計画では、田原城跡も飯盛城跡も一

体として盛り込まれており、田原城跡の保存活用についても、飯盛

城跡と同様に進めていきたいと考えております。 

３点め、市民グラウンド防球ネット改修工事です。市民グラウン

ドの環境改善の一環として、近隣住民の家宅に軟式野球ボールが飛

び込むのを防止し、市民の生命と安全を守り、快適に市民グラウン

ドで野球ができるよう、バックネット部昇降式天井ネットを設置す

るものでございます。 

 

図書館から３点です。 

まず１点めは、貸出し図書配達事業です。障がい、または高齢など

の理由により、自力で図書館へ出向くのが困難になった市民の自宅

に本を届けるものでございます。 

高齢化の進展により、窓口に立っておりましても、自力で図書館

へ出向くのが困難な市民が年々増えている印象がございます。長く

続けてきた読書の楽しみが失われるのは図書館職員として看過でき

ず、また、今後もこのような状況は増加傾向をたどることが想定さ

れ、文字を読むことや、楽しみを継続することは健康寿命を延ばす

ことに資するため、こうした方々の図書館利用の継続を図ってまい

りたいと考えております。 

２点めは、図書館情報システム更新事業についてです。蔵書の管

理や図書の貸出し及び返却等に使用する図書館情報システムについ

て、令和元年度導入のシステムを新規のものに入れ替えるものです。 

令和６年度で導入から５年を向かえるにあたり、保守サービスが

終了となる機器が発生することから、安全なデータ管理と業務の円

滑な運用を維持するため、更新したく考えております。 
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新規システムは、ＩＴ技術を利活用した新しいプログラムが標準

装備となっており、業務上の効果にとどまらず、利用者へのサービ

ス向上にも資するものと考えております。 

３点めは、第４次子ども読書活動推進計画策定記念事業について

です。第４次子ども読書活動推進計画の実施期間開始にあたり、子

ども及びその保護者向けに記念事業を行うものでございます。 

計画初年度に、普段実施することのないような事業を行うことに

より、子ども読書活動推進計画のＰＲと読書活動の機運の向上を図

りたく考えております。 

 

教育部全体といたしまして、予算編成方針のなか、「めざす未来」

に掲げる成長による好循環を達成できるか否かの大きな別れ道とな

るこの瞬間、職員一人ひとりが成長を実感し、今以上に働きがいを

感じる市役所をめざす。このなかで、教育部全体として積極的な予

算要求につなげていきたいと思います。 

 

ありがとうございました。２３の項目につきまして、それぞれ担

当課からご説明をいただきました。これらの説明に対しまして、委

員の皆さまから補足やご意見等ありましたらお願いできればと思い

ます。いかがでしょうか。 

 

午前の教育委員会定例会でも議論したところですが、説明いただ

きました２３の事業について、教育委員会としては、来年度及び来

年度以降も継続して必要なものと思っております。 

来年度の予算編成について、市長から「未来への投資」を掲げてい

ただき、我々としても、他市にない学校をつくるためにはどういう

ことが未来への投資に繋がるのかを考えてきました。 

色々ありますが、一番大きな課題は学校の老朽化対策。安定した

器がなければ子どもたちの教育ができません。すぐに片付くような

問題ではないので、長い年月をかけて行っていかなければならない

対策の一つと思います。 

教育内容では、この間の学校教育を根本的に変えたＧＩＧＡスク

ールが大事になると思います。また、本市独自の施策としては、教育

支援として例えば６番、１６番、２１番の支援。他市でも行っている

支援かと思いますが、独自の先鋭的な事業で他市に負けない支援を

することで、子どもたちの学びを保証していくことが大事かと思い

ます。 

総論的なことではそういうことを感じていますが、学校の老朽化
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対策につきましては、一番古い四條畷小学校の対応が必要だと思っ

ています。私は、先の学校再編整備に関わってきた想いがあります

が、実現しようとしても物理的に実現できないことがあるため、そ

の前提条件をクリアしていただきたいと思っています。そのために

は、予備調査その１が非常に大事な部分になり、教育委員会が構想

する小中一貫校や、義務教育学校も施設の整備が大前提となるので、

それらについても予備調査を元に考える必要があると思います。 

続いて、ＧＩＧＡスクールに関し、先般、学校の授業視察に行かせ

ていただきました。子どもたちは生き生きと取り組んでいますし、

ＧＩＧＡが導入されることによって、すごく学校の雰囲気や授業の

スタイルが変わるなと感じました。 

ただ、そうは思いつつ、他の教育委員の皆さんも同じ意見と思い

ますが、使う側の教員に相当な差を感じます。非常に努力をしてい

ただいて、初期の段階から比べると大分と進んでいると認識してい

ますが、まだまだ遠いなと。そういう意見で支援員の充実が必要だ

と思います。 

先生方を支援することで子どもたちの学びを高めることが必要と

思いますので、教育支援センターの１５番については、ぜひとも充

実をお願いしたいと思います。 

 

ありがとうございます。まず老朽化対策についてですが、予算編

成方針でも言及しておりますが、四條畷市は２０年以上にわたり行

財政改革に尽力してきた結果、公共施設整備基金も人口あたりにな

おすと北河内で最も多い積立額になっています。公債比率も非常に

低くなってきており、黒字額も過去最高額になりました。こうした

現状を踏まえた場合、こうしたハード面、最もお金のかかる費用に

ついては今後しっかりと投資することができる環境になってきてい

ると感じております。教育委員会がめざす学校教育を行うに際し、

どのような施設が相応しいのか、教育委員の皆さんで熟慮していた

だきながら、着々と前に進めていくことができればと思っておりま

す。 

ＧＩＧＡスクールについては、令和２年度のコロナ禍に大きく導

入をされたもので、当時の状況を思い返しますと、教育委員の皆さ

ん、事務局の皆さんが一丸となった奮闘で、本市の場合は無事に導

入できたのではないかと思っております。色々な市長さんのお話を

聞いていても、難しさを抱えている市もあると聞いております。そ

うした中では、校長先生主導のもと、色々な工夫をされ、私も先般現

場を見させていただきましたが、この数年でここまでの活用に至っ



8 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佃教育委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ているのかと正直驚いたところです。 

さらに、職務代理者からより良いものにという声もございました。

これは全国市長会でも、さかんに国と激論を交わしている分野でご

ざいまして、財政措置面も含め、教育委員の皆さんのお声を聞かせ

ていただきながら、大阪府そして全国へとしっかりとお声を届けて

いきたいと思います。私がちょうど大阪府市長会の副会長で、担務

が総務文教のトップになっていますので、大阪府に伝える際は、そ

うした面でもしっかりとやらせていただければと思います。ありが

とうございました。ほか、いかがでしょうか。 

 

市長からお話のありましたＧＩＧＡスクールについて、令和２年

度から英断をもって進めていただいたのは、何をもってもデジタル

ネイティブでいらっしゃる市長と教育長の強力なリーダーシップに

ほかならないと申し上げておきたいと思います。 

私たちも何度か小中学校を見せていただく機会がございました。

職務代理者がおしゃっていただいたように、生き生きと活用してい

る姿を見ると同時に、やはりなかなか使い切れていない教員がいる

のも事実でございます。そういったことをもとにしながら、どうい

った方向性でＧＩＧＡスクール構想を進めたら良いのかということ

は、教育長を中心に事務局が本当に一生懸命考えておられるところ

だと思いますが、ハード面だけでなく、人をどう育てるかという観

点がすごく大事で、教員が使わざるを得ない環境をどう作るか、使

えない教員をどのように育てていくかを考えていく必要がありま

す。もっと勉強してほしいと思うのですが、先生方には多忙感や時

間がないというネックがございます。例えば、４番、５番の２つの事

業が国から示された背景には、教員不足があるという国の悲しい状

況のなかで、働き方改革も進めていかなければならない。どうした

らいいのか分からないといった状況があると思います。事業を出し

てくださったのはありがたいことだと思いますが、これは使い方を

間違えると、教員が楽をできるだけの事業になりがちであるという

点で、事業の進め方については慎重に、でもしっかりと活用してほ

しいなと思います。教頭先生方は、職員室で教員と情報交換をしな

がら明るく活躍されていて、そういう先生がたくさんいらっしゃい

ますけれども、でもなぜそういったことに時間を割くことができな

いのか。先日、文部科学省の研修会で、北は福島から南は宮古島の先

生方とオンラインで交流させていただきましたが、全国どこも同じ

状況を話しておられました。それは、保護者の対応にかなりの時間

を割かれている。この時間が少なくなれば、もっと教材研究や子ど
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もたちのために時間を取れるのにといった話をされているのを大阪

だけではないのだという思いで聞かせていただきました。 

そういった時にキーワードとなるのが、地域の方々であり、その

ような方々を巻き込んで助けていただくしかないねと共有したので

すが、そういう観点でも教員業務支援事業で地域の方々に入り込ん

でいただき、お手伝いただけることもあるでしょうし、マネジメン

ト支援事業でも、やり方によっては地域から色々な方に入っていた

だくことで、教頭先生が明るく元気に、そして校長先生がもっと元

気になっていただける可能性のある事業だと思いますので、こうい

った事業がうまくいくと良いなと思いました。 

 

ありがとうございます。僭越ながら、令和２年度に策定をさせて

いただきました教育大綱には大きく５つの方針があります。そのう

ち、方針３には「教職員が“学び支え合える”学校」というのがあり

ます。今、おしゃっていただきましたとおり、先生が学んでいける、

お互い支え合っていける、結果、子どもに向き合える環境を作るこ

とができるというような記載をさせていただいておりまして、まさ

に佃委員が言及いただいたことは、本市がめざす教育大綱の方針に

非常に沿うことかなと思っております。 

ただ、同じく言及していただきましたとおり、４番、５番は非常に

素晴らしい取組みである一方、人員配置系の事業というのは難しさ

をはらんでいるのも事実かと思います。いわゆる BPRの観点で、本

来その業務が必要なのか、どうすればその業務がもっと簡単になる

のかという観点なくして人員配置だけをしてしまうと、結果的にそ

の状態が続いてしまうことになってしまいますので、配置を増やす

場合には、もっと効率的にできないか、やめるものはないか、そうい

う観点を踏まえた取組みを同時に進めていくのが現場の先生にとっ

てもプラスになるのではないかと思います。そうした意味で、教育

委員皆さんのリーダーシップに期待しているところです。 

また、保護者対応の件につきましては、学校現場だけでもないと

思っています。本市も５５，０００人弱の市民の皆さんがおられま

すけれども、お声の多様さというのは、私が市長になった７年前と

比べても多様化しているなと感じています。 

そういう意味では、学校の先生が子どもに向き合える体制をつく

るというのは、すなわち市役所が市民の皆さんに向き合う体制をど

う作っていくのかという軌を同じくするものかと思っておりまし

て、これにつきましても、好事例となるよう、我々も教育委員会の皆

さんに教えていただきながら、四條畷市役所として本来向き合うべ
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き組織作りを共に行ってまいりたいと思っております。ありがとう

ございます。そのほか、いかがでしょうか。 

 

７番の小学校水泳学習民間委託業務について、働き改革の視点も

あろうかと思いますが、それよりも子どもたちにとってのプラスが

大きいのではないかと思っています。 

より質の高い教育の提供が望まれるなか、専門性の高い人が関わ

る。その一つが、従来の学校の組織を変えてでも、教科担任制を導入

しなければならないということです。子ども、保護者のニーズが非

常に多様ですので、そういった対応ができると非常に有効であると

思います。 

恥ずかしい話ですが、私も現場で水泳授業をしてまいりましたが、

たくさんの子どもたちを指導するのはなかなか難しい。インストラ

クターがおられますと、子どもを少人数化したり、段階的、合理的な

指導をなさります。やはりプロだなと思う指導があり、同時に、安全

性にも長けている。こういう取組みは、保護者にも大きなインパク

トを与えると思います。 

下世話な話になり恐縮ですが、学校では泳げるようにはならない

と言う保護者もいらっしゃいます。入学する前にスイミングスクー

ルへ通わせないと泳げるようにはならない。また、夏期スイミング

スクール講習会があり、殺到しているというようなこともあります。

先生がという問題より、やはり難しさがあって、それを克服するた

めには、より専門的な対応が求められるということ。 

田原小学校以外の５校につきましては、雨天でも寒くてもどんな

時にでも予定どおり授業が行えます。これも大きな事だと思います。

他府県でも非常に効果をあげており、好評であると聞いています。

より拡充できるように、ご尽力をお願いしたいです。 

もう一つ、ＧＩＧＡスクール構想について、職務代理者も佃委員

もおっしゃったように、先生方がどう受け止め、それをどう子ども

に返していくかがポイントになろうかと思います。 

広範囲に、迅速に、大量に、意見交換ができますので、従来の授業

とは姿が変わった、大きな授業改善がなされる機器でございます。

こういったものが使えるということは、新しい授業であるとか、新

しい子ども像であるとか、そういったことに直接つながるものです

ので、非常に大事だと思っています。同時に、例えば中学３年生が使

ったものを小学生１年生に使用するのは、やはり、なかなかスムー

ズにいかないということもありましょうし、あるいは、子どもです

ので使っていると壊してしまうことがあります。端末につきまして
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は、国の予算のこともあるので、そちらの関係もあろうかと思いま

すが、予備のものを充分に用意いただけるよう、ご配慮いただきた

いです。 

もう１つは、ネットワークのことです。校務支援システムに、みん

なが集中する時になかなか入れない、時間がすごくかかると聞きま

す。校務をペーパーレス化して、紙媒体なしでという学校もあろう

かと思います。しかし、それぞれ先生の処理にタイムラグができる

と、逆にマイナスになります。専門的な職員を配置いただいている

と聞いておりますので、インフラにつきましても、より強固になる

ような工夫を、ぜひこの点、よろしくお願いしたいのと、財政的なバ

ックアップをお願いしたいと思います。 

 

ありがとうございます。プールについては、お示しのとおり、少人

数のグループで段階的に、さらに安全にということでしたが、少人

数で、あるいは段階的にというのは、お示しのとおりプールだけの

トレンドではないと思っております。世のなか全体として、そうい

う傾向にあろうかと思います。そういう意味では、先ほど広谷担当

課長から、泳げない子の割合が大きく減ったというご報告もござい

ましたが、より子どもに向き合う体制という意味では、充実してい

く方向性なのかなと思います。 

そのうえで、ＧＩＧＡスクールの件についても言及いただきまし

た。大量に色々な情報をやり取りできるようになるというお話で、

先般、田原中学校の体育大会に行かせていただきました。体育大会

のスローガンを、おそらく生徒が生徒に聞いたのではないかと思い

ますが、スクールタクトか何かを使って、みんなにどういう体育大

会にしたいのかを聞いてスローガンを作ると。紙ですると大変だろ

うと思いますが、おそらくＧＩＧＡスクール端末があるので、そう

いったこともできたんだろうと思うと、生徒の活動にも大きな影響

を与えていると非常に感じました。 

そういう意味でも、インフラ的なネットワーク。これは教育長も

大変見識の深い領域でございますので、やはり先生も子どもたちも

ストレスを感じずに使っていける環境整備は非常に重要と思いま

す。そのうえで、桁が違う額の予算が必要になってくる事業でもあ

りますので、もちろん市としてもしっかりと財政状況を良いものに

し続けていくと同時に、義務教育の範囲ですので、我々としても、国

からの国費を強固に訴えていく姿勢を持ち続けたいと思います。 

ありがとうございます。いかがでしょうか。 
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山本教育長職務代

理者 

 

私は図書館貸出配達事業がとても良いなと思いました。図書館に

行きたいけど、なかなか行けない。本を読みたいけど、読みに行くこ

とができない。「できない」を「できる」ようにする積極的な支援、

サービスという点では、とても良いと思いました。 

「できない」を「できる」に変えるもう１つの事業として、部活動

指導員の配置ですが、ずいぶん長い間課題となっている点だと思い

ます。予算がついたとしても、配置することがなかなか難しいこと

でもあると思いますが、どのように人材を見つけていくのかという

課題をクリアにして、子どもたちがやりたい部活が廃部になったり、

やりたいものがないから入らないとか、やりたいのにできないとい

うことがないような仕組みを作っていただきたいと思います。 

先生方の働き方改革も、子どもたちの「やりたい」を実現するため

のものだと思うので、ぜひそこにも力を入れていただければと思い

ます。 

 

ありがとうございます。はじめに貸出図書について言及いただき

ました。今回、２３の予算という形で示していただいておりますが、

特に２１番の貸出図書配達事業は、冒頭に阪本教育部長よりござい

ました、「挑戦」、「共感」、「連携」という本市の基本的な人事ポリシ

ーの３つに叶った施策であろうと理解しています。先ほど、職務代

理者よりありました、他市でもありますが、より本市の良さを出し

てきながら、市民に寄り添いつつ、行政にしかできないことに注力

するという非常に魅力的な取組みであると感じているところです。 

部活動の件については、お示しのとおりで、部活動支援員に限ら

ず、全国どこの市でも、どの分野でも、今は売り手市場で人手がいな

いのが課題です。もちろん金額もあるのでしょうが、四條畷市で働

きたいと思っていただけるかどうかは競争の状況にあります。部活

動支援員の場合ですと、おしゃっていただいた、子どもたちがやり

たいと思える部活があるかどうかということもそうですし、福祉系

分野においても、しっかりとニーズに応えていけるかという側面で

は、どうせ働くのなら四條畷市で働きたいと思っていけるようなア

イデア、工夫を教育委員会の皆さんにも知恵をいただきながら、全

市的にしっかりと取り組んでいきたい分野であると考えています。

ありがとうございます。そのほか、追加、補足などありましたら。 

 

先ほどから話が出ていますように、働き方改革で教員の負担を軽

減するというのは、尾﨑委員が小学校の水泳問題を言われましたが、

結局、子どもの教育に還元しないと全く意味がないと思っています。
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あくまでも子どもの教育に還元するために、働き方改革、教育支援

があるのだと考えています。 

そういう観点で、学びの視点、教育の視点で考えますと、子ども家

庭総合支援拠点を作るという話が後で出てくるかと思いますが、子

育て総合支援センターへ行かせていただいた際に、何と素晴らしい

施設であり、何と素晴らしい運営をされているのだろうかと。子ど

もたちが自由に遊べる部屋がありますし、お母さん方が、あるいは

お父さん方が、専門的な先生の指導を受けることも可能で、素晴ら

しいと思います。それが拠点化されるということで、すごく評価し

ています。それ以外の部分について、先ほども触れましたが、図書館

など、子どもたち、あるいは大人に対し、手厚いことをしていくとい

うことは、先ほど市長が言われた教育大綱の基本方針５ おせっか

いの部分が入っているのと思いますので、それらを充実していく必

要があると考えています。 

それを教育現場に持っていくと、先ほどの１６番の教育センター、

６番の学校教育課の教育的支援につながるかなと思っています。 

特に、この間、教育現場の出来事が法律で問われることが多くな

ってきているので、専門的な指導をいただくことは非常に重要なこ

とかと思いますので、多くの市で行っているかと思いますが、スク

ールロイヤーの配置であるとか、本市ができていないところをぜひ

拡充していただけたらと思います。 

私も、適応指導教室を見させていただいたことがありますが、か

つての市の職員の方が献身的に運用されている実態ですので、さら

に専門職が入ることで拡充していけばいいなと思います。教育的支

援を受けなければならない子どもたちへの対応というのは、もっと

充実できると考えていますので、さらに充実していただきたい施策

と考えます。 

 

ありがとうございます。職務代理者からも教育大綱にふれていた

だきましたが、基本方針４にあります「福祉と教育の“切れめない”

支援」。そういう意味では、子ども家庭総合拠点、後ほど議題にも上

るかとかと思いますが、まさに拠点という言葉が相応しいのかなと

思っております。 

特に、本市の場合、献身的に取組みを前に進めてくれる職員もお

りますので、教育現場の皆さんと一層の連携をさせていただいて、

枠組みをしっかりと構築していければと思います。 

大変難しいのが、教育的な取組みというのは、腰を据えて長い時

間をかけての構築が必要になる分野でもあると思っておりまして、
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教育長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

矢継ぎ早にということが必要なものもあれば、きっちり長期にわた

って構築していかなければならないものもあると認識しておりま

す。 

そういう意味でも、教育と福祉の現場がどのような形で長期的に

より良いタッグを組んでいけるか、今後も引き続き、意見交換させ

ていただければと思います。ありがとうございます。そのほか、いか

がでしょうか。 

 

令和６年度の当初予算要求というところと、教育はさらに長いス

パンも併せてということで、２つのキーワードでお話をさせていた

だければと思います。 

１つは、学校経営、運営のサポートという観点。もう１つは広い意

味ですが、大人も含めた学びのプラットフォームという観点です。 

１点めは、お察しのとおりでございますが、どう学校をサポート

するかという時に、とりわけ学校の先生でできない部分できない領

域を外部エキスパートでカバーする。職務代理者もいくつかふれて

いただきましたように、ロイヤーであるとか、背景にある法化社会

の大きな流れのなかで、学校の先生に法律の勉強はなかなか難しい

わけですから、そういった意味でのエキスパートが重要と思います。

支援でも同じようにエキスパートのキーワードが必要と思います。 

２つめの、学びのプラットフォームについては、子どもの方で言

うとＧＩＧＡが出てくるわけですが、端末、タブレット、そういうも

のから入っていきますが、実はその向こう側にはクラウドの仕掛け

があって、さらにそのクラウドの向こうにはデータにつながってい

て、そのデータがさまざま連携していくという仕組みが出てくる。

例えば、学びのプラットフォームという意味では e ポータルなど、

そういったものを併せて使っていける教員と子どもたち。教育並び

にサポートの両面が成立していくというところにつながっていく。

これは、全体的なアーキテクチャをしっかりと考えていかないと、

付け足しではうまくいかないなということ、また、長期的な後押し

といった考え方も必要と思いました。 

ご指摘にもありましたように、この根幹は、広帯域のネットワー

ク・クラウドシステムですから、国レベルの課題もあると思います。 

大人のプラットフォームでいうと、例えば図書館とか、話を広げ

ると文化財もそうですが、学びの機会としての文化財があることで、

広がりが生まれるということも含め、しっかりと腰を据えて進めて

いきたいという思いであります。 
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山本教育長職務代

理者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございます。学校運営、経営のサポートという意味で、

ロイヤーに言及をいただきましたが、この間、教育委員会事務局、教

育支援センター職員の方等々と話をするなかで、子どもに対し、教

育的にこのようにしていくのがいいのではないかという対応と、法

律的に杓子定規に対応すべきことが背反する場合があって、子ども

の今後のことを考えるとこうしてあげた方が良いが、法律的には厳

密に対応していった方が良いなど、非常に悩ましい問題もあり、且

つ、その深さや頻度が増してきている状況にあって、現場の先生方

は非常に苦慮されているだろうことが推察されます。 

そういう意味では、先生方にどのように対応していくのが良いの

かというところを、サポートという言葉を使われましたが、これは

学校現場もそうですが、先ほどと同じく、市全体も同様でございま

して、しっかりと向き合っていかないといけない問題であろうと思

っています。 

学びのプラットフォームという観点では、最後に文化財に言及い

ただきましたが、おっしゃるとおりですし、公民館が果たす役割も

非常に大きなものがあると思っています。 

現在、本市では、大人の学びなおしに注力しているところですが、

大人が学んでないのに子どもに学べというのは無理な話でございま

して、親の背中をみて育つではないですが、大人も日々、色々なもの

に意欲的に学ぶ姿勢が、四條畷市の子どもたち、強いては市政にも

好循環を及ぼすものと思っています。そういう意味では、社会教育

の果たす役割というのは非常に大きいと感じているところです。あ

りがとうございます。そのほか、よろしいでしょうか。 

 

何度も発言して申し訳ないですが、今も教育長がふれられました

が、他市にはない本市の特色を活かすという意味でいうと、一番浮

かぶのは、文化財のことかなと思っています。特に、来年度の予算を

考えた時に、１８、１９番に挙げる、本市を代表する２つの文化財に

ついて、他市ではふれることができませんので、きっちりとした市

としての文化財の保存に関する対応、あるいは他市、大阪府、国に対

する情報発信が必要と思っています。 

それからもう１点、午前の教育委員会議でもあったのですが、学

校給食の完全無償化について、予算措置にも相当な時間がかかると

思いますが、これからの少子化を迎えるにあたり、多分どこの市も

行っていく部分になるかと思いますので、財政の裏付けがあるので

あれば、先駆けて行うことも、本市の特色になるのではないかと思

います。 
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ありがとうございます。本日の総合教育会議のなかで、私として

非常に嬉しく感じるのが、こういうことを行うと良いのではないか、

ああいうことをもっと強化したら良いのではないかといった、総合

教育会議としてありたい議論が行えているところです。財政が細る

と、どうしても全てが保守的になり、どうにか最小で押さえていけ

ないかという発想になりがちななか、未来への投資をしっかりとし

ていく。１５～６４歳までの生産年齢人口の割合が統計的に北河内

で一番多いという状況になり、市域全体の高齢化率が下がっている。

これは若い世代が流入してきているということの言い換えで、この

流れが続くとすれば、投資を続けていける循環への岐路に立ってお

り、しっかりと投資はしていくけれども、財政には常に余力がある

という、こういう市政運営を心がけていきたいと思いますので、引

き続き、こうした活発な意見交換をさせていただければと思ってお

ります。ありがとうございます。次第１、そのほか、言い忘れていた

等ありましたら。 

 

今、市長がそのようにおっしゃっていただきましたので、未来に

絵を描く内容を少しお話しさせていただきたいと思います。 

先ほどの第４次読書活動推進計画について、午前も議論しており

ましたが、従来と違い、大人の読書という点に力を入れ、非常に良く

できた計画になったと考えています。 

取り組まれた田中館長の思いがたくさん出ていると思うのです

が、私がその中で一番関心を持ったところは、最後の説明にある地

域の拠点としての図書館という部分です。 

少し注釈を加えますと、午前の教育委員会で地域のスペースのな

かに図書館があるのであって、図書館のなかにスペースがあるので

はないのですよと言ったのですが、以前に教育委員会の視察で、岐

阜市の「みんなの森」とメディア施設に行かせていただきました。施

設が木で作ってあるから森という名前がついている。公園のなかに

あるのですが、図書館は地域のスクエアの中の１つを占めているだ

けで、一部分が図書館という考え方で、色々な機能を備えたスペー

スがあり、その２階の図書館にはすごく多くの市民が集まっていま

した。本市にもそういう図書館ができれば良いなとずっと思ってい

ます。 

来年度の予算とは離れてしまいますが、公共施設再編のなかで、

図書館についての考えもあるのですが、ぜひ、田中館長が作られた

読書活動推進計画の構想を活かせる形の図書館ができれば、大阪府

内にはないような図書館になると思っています。 
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市長 

 

 

 

子育て総合支援セ

ンター施設長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございます。今後、パブリックコメント等の手続きに

進むかと思いますが、私も第４次子ども読書活動推進計画、現段階

のものを拝見させていただきました。７年経つなかで、様々な計画

を見てきましたが、あれほど策定者の顔の見える計画というのはな

かなかなくて、読み深めるほど、こちらの学びが深まるといいます

か、知らなかったことも記載されており、大変勉強になりました。 

そこで言及されていたのが、これまで学校図書を含め、拡充を進

めてきたものの、親御さんの読み聞かせの割合が減ってきていると

いうことのなかで、大人が読み聞かせをしないと、子どもに読書習

慣がつかないといった記載もあって、大人の読書活動の推進がひい

ては子どもたちの読書活動の推進につながる。そういう意味で、地

域の拠点という言葉をいただきました。今後、再編が進んでいきま

すが、何回前か覚えていませんが、尾﨑委員の方から、南中跡地等に

図書館のようなものを建ててはどうかというようなご提案をいただ

いた記憶がございます。そうした意味では、もちろん再編計画の方

針がありますが、再編をしていくなかで、跡地なんかも出てまいり

ます。歩いて行けるところに図書館があるというのは、本当に潤い

のあるまちでしょうし、せっかく現時点で第４次読書活動推進計画

にそうした記載をいただいているので、それらをまちづくりにどう

反映していくのか、教育委員の皆さんのお知恵をお借りできたらと

思っております。ありがとうございます。そのほか、よろしいでしょ

うか。 

 

それでは、もしなければ次第１ 令和６年度の教育施策について

は、終わらせていただきたいと思います。 

次第２ その他 に移らせていただきます。 

 

貴重なお時間をいただきありがとうございます。子育て総合支援

センターの田中と申します。よろしくお願いいたします。 

本日は、資料として配布させていただいております３つ折りのチ

ラシをもとに説明させていただきたいと思います。 

このたび、１１月１５日に子ども家庭総合支援拠点というものを

開設させていただきたいと思っておりまして、その報告をさせてい

ただきます。 

先ずは、設置に至る法的な位置づけであったり、簡単な経緯を説

明させていただきます。平成２８年４月に児童福祉法の改正があり、

市長村で地域の社会資源であったり、必要なサービスを有機的につ

なぎ、ソーシャルワークを中心とした機能を担う拠点を設置しまし
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市長 

 

 

 

 

ょうという努力義務が規程されました。その機能を担う拠点が市町

村子ども家庭総合支援拠点と言われるもので、噛み砕いていいます

と、支援が必要な世帯を取りこぼすことなく、今まで以上に支援し

ていこうというものであります。 

従前より、支援が必要な世帯への支援は、子育て総合支援センタ

ーを中心に行ってきたところですが、さらにもれなく充実した支援

をということで、子ども家庭総合支援拠点として、就学後の子ども、

その家庭の支援を強化するべく、教育と福祉をより連携しようと考

え、チラシ上部に記載の、子育て総合支援センターと教育支援セン

ターの２つのセンターを子ども家庭総合支援拠点として、面的に支

援を行ってまいります。 

チラシの下に記載の、ネウボラなわてについては、就学前の子ど

もの支援強化ということで、令和元年度から開設しており、子育て

総合支援センターと保健センターの連携事業です。就学前がネウボ

ラなわて、就学後が子ども家庭総合支援拠点という形で、それぞれ

が様々な機能と連携しながら、より一層支援を充実しようという取

組みです。 

これに基づく具体的な動きとしましては、就学後の支援強化とし

て、子育て総合支援センターと教育支援センターのＳＳＷや職員が

概ね月１回程度、小中学校を訪問し、互いに顔の見える環境を作り

ながら、支援が必要な世帯の早期発見を行い、どう対応をしていく

のが１番良いのかアセスメントを行い、様々な機関の連携により、

適切な支援の充実を図っております。 

子ども家庭総合支援拠点の開設は１１月１５日と考えております

が、先ほどの子育て総合支援センターと教育支援センターの連携や

学校訪問は昨年度から実施しておりまして、拠点としての機能は一

定、担ってきたものと考えております。 

本当は昨年度に看板を掲げることができればと考えておりました

が、国が示す職員配置の基準等を満たすのに一定の時間がかかって

しまい、この１１月になりましたが、正式な開設を機に、より一層の

支援の充実に努めてまいりたいと思っておりますので、今後ともよ

ろしくお願いいたします。 

 

ありがとうございました。ただいまのご説明に対しまして、委員

の皆さまから何かご意見等ございますでしょうか。よろしいでしょ

うか。 

 

（意見なし） 
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秘書政策課長 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

 

 

市長 

 

 

 

市長 

実際は、子育て総合支援センターで以前から取組みを行っていた

ものの、こうした名称を掲げる際の人員配置の関係から、１１月の

オープンになっております。いずれにしましても、引き続き、教育と

福祉の連携を密にしていきながら、子どもたち、また、大人の皆さん

をも支えていける体制を作ってまいりたいと考えております。あり

がとうございます。その他にございますか。 

 

説明の前に、本件報告については、機微情報を含む内容であるこ

とから、以降の内容について、地方行政の組織及び運営に関する法

律第一条の四第６項に基づき、非公開でお願いしたいと考えます

が、いかがでしょうか。 

 

以降の内容については、機微情報を含むため、地方行政の組織及

び運営に関する法律第一条の四第６項に基づき、非公開にしたいと

思いますが、委員の皆さまこれに異議はございますか。 

 

（異議なし） 

 

異議がないようですので、以降の会議は非公開といたします。 

 

非公開による会議 

 

ただ今から、会議を公開いたします。 

 

ほか、皆様から全体を通じてご意見があればと思いますが、よろ

しいでしょうか。 

 

事務局もよろしいでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

それでは、以上をもちまして、令和５年度第１回総合教育会議を

閉会とさせていただきます。本日も、ありがとうございました。 

 

 

 

 


